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想いをつなぐ
小平町  花  卉

初山別村  もち米

とびきり美味しい農産物。地元民に愛されるお店や、地域自慢の観光名所。寒冷地でも人の心は温かい。

そんな私たちが暮らすまちの魅力を、あなたへつなぐ情報誌です。
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全国でも珍しい「1 輪仕立て」約30年間積み重ねた花づくり

生産者と二人三脚で花づくり

抜群の日持ちで長く楽しめるお花を

　岩倉さんはトルコキキョウを、あえて 1 枝 1 輪に制

限する「モノリシアン」という仕立てにしています。そ

の理由は「1 輪にすることで、市場価格が抑えられて

皆さんが手に取りやすくなるし、他の花と組み合わせ

やすくアレンジを楽しめる」ということです。1 輪仕立

ては全国でも珍しく、まさに「ここにしかない花」な

んです。 

　最後に今後の目標をお聞きしました。「コロナ禍で

業務用より家庭用の需要が増加して、消費者とのつな

がりができました。SNS に自分の花がアップされてい

るのを見つけると、とても嬉しいですね。これからも

このご縁を大切にしながら、良い花をお届けできるよ

う頑張っていきたいです」

　花卉生産歴 27 年の岩倉さんは、本別町の農業大学校

を卒業後、アメリカでの 1年間の研修を経て花卉栽培を

始めました。「うちで栽培しているトルコキキョウ・アスター・

スターチス・カスミソウは全てJA に出荷しています。複数

品目を輪作すると病気になりにくいし、小平町は風通しが

良く涼しい気候なので、日持ちの良い高品質な花ができる

んです。特にトルコキキョウは、夏に出荷できる地域が少

ないため、小平産

は重宝されていま

す。9 月になって

気温が下がると、

色がのってさらに

綺麗なんですよ」

厳しい自然の中で強く、たくましく育まれた

「いのちの恵」。

その感動があなたに届くまで、

たくさんの人の想いがつながっています。

こ こ に し か な い
花 を 全 国 へ

小平町 花
か

   卉
き

　JAで集荷した花卉は関東をはじめ全国各地に出荷

しています。少量ですが海外に輸出もしているんです。

花卉や野菜の受入と販売を担当する菅原さんは「岩

倉さんの花はバリエーション豊かで、販売するのが

楽しい」と話します。菅原さんにとって岩倉さんは「先

進的な取り組みをいち早く取り入れて形にしているの

で、産地のブランディングの相談もできる良きパート

ナー」。小平町では生産者全員で箱詰め作業を行う

「束
たばきょうせん

共選方法」を導入し、コミュニケーションの場と

して活用するだけでなく、問題解決のスピードアップ

を目指しています。

　留萌市の花屋に 22 年勤務した後、独立開業の夢を叶

えた小美川さん。お店の魅力は「自分の好みではなく、季

節の花やテレビで紹介された花など、珍しいものを多く取

り揃えていること。見に来てくれるだけでも大歓迎！」と話

します。JAるもいからはトルコキキョウをはじめ、カーネー

ション・ディスパッドマム・チースなど６種類の花を仕入れ

ています。「トルコキキョウを仏花に使う地域もありますが、

存在感がありインパクトの強い花なので、ブライダルなどの

祝い花にもおすすめです。JA

るもい産は『とにかく日持ち

する！綺麗で豪華！珍しい色

が多くて楽しめる！』と大好

評です」と教えてくれました。

スターチスとカスミソウ

花日々

JA職員

菅原 力也さん
JAるもい小平支所
農畜産課

02

取扱店

小美川 友美さん

花日々

03

生産者

岩倉 健悟さん

花卉生産農家

01
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生産者

長坂 幸
ゆ き ひ ろ

弥さん

水稲主体農家
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育苗から収穫まで

農家さんに最大のサポートを

地産地消で昔ながらの美味しさを

　北海道に春が訪れる頃、ビニールハウスでもち米の苗づくりが始まります。「『苗半作』という言葉

があるくらい、育苗はもち米栽培で一番重要な工程」と教えてくれたのは、この道 25 年の長坂さん。

「5 月の田植えまで約１カ月間、ハウスの温度や水の管理に細心の注意を払って苗を育てると、収量

が高く病害虫被害のない元気な稲になります」。作付けしているのは、餅にした時の粘りやコシが

強い「風の子もち」、白さが特徴でつやが良い「きたゆきもち」、柔らかくて赤飯などに向いている

「はくちょうもち」の３品種。初山別村では９月中旬から下旬が収穫の最盛期です。

　秋はもち米の乾燥調整施設に勤務する前川さん。「施設では長坂さんと

一緒に作業しています。その年のベストな状態で乾燥調整できるよう、お

互いに意見を出し合っています。コロナ禍でも『密』な関係です（笑）」と

話します。「初山別のもち米は品質が安定していると評判です。私が担当

する販売事業は、農家さんの努力の結晶を消費者へ届ける仕事。農家

さんの所得向上に直結するため、重要でやりがいのある事業だと思って

います。行政や関係機関と連携し、最大のサポートができるよう努力して

いきたい」と語ってくれました。 

お客様へつなぐもち米 づくり 

初山別村 も ち 米

　真嶋商店は小平町鬼鹿地区にある老舗和菓子店。5 代目の真嶋さんは

「初山別産のもち米と苫前産の小豆を使って、団子やおはぎ、赤飯を作って

います。地産地消が当店のモットーです」と教えてくれました。「もち米の

中でも『風の子もち』は冷めてから弾力が出てくるので、和菓子に最適。

これは JA から仕入れていますよ」。地元で長年愛されているのは、北海道

の郷土菓子「べこもち」。白と黒の模様が特徴で、噛み応えのある食感と、

どこか懐かしい味わいが人気です。「創業以来、作り方を変えずに昔ながら

の味を守っています」と情熱を語ってくれました。

JA職員

前川 翔太さん

JAるもい初山別支所

生産販売課

02

取扱店

真嶋 徳
の り あ き

明さん

真嶋商店 代表

03

もち米団地を守っていく 

　初山別地区の農家さんは稲刈り後、生籾を施設へ運び入れ、適切な水分量まで乾燥調整し、JA

に出荷します。長坂さんはもち米づくりについて「同じ田んぼでも米の姿は毎年違うんです。だから

張り合いがあるし、採れなかった年は来年頑張ろうと思う。収穫量ランキングが発表されると励み

になりますね」と話します。 初山別地区は、もち米だけを集団的に栽培する「もち米団地」とい

う方式を取り入れています。これはうるち米との交配を防ぎ、もち米の品質を維持するため。長坂

さんは「初山別地区の大切な田んぼをうまく活用していきたい」と目標を語ります。
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日本海を一望できるこだわりの蕎麦

　からくれさんは、小平産のそば粉100％のおそばが食べられるお

店。地元の人はもちろん、たくさんの観光客も訪れる人気店です。

見た目もおしゃれで可愛い月替わりの手作りケーキや、そば粉を使っ

たスイーツもあります。おすすめは人気メニューの「鴨汁そば」！とに

かく鴨が柔らかくて美味しいし、出汁が上品で飲み干してしまいます。

そしてなんといっても、全席が景色抜群のオーシャンビュー！日本海

を一望できて海や夕日を見ながら食事を楽しむことができます！

味はあっさり！笑顔がほっこり！

　初山別村みさき台公園内にある、レストハウスともしびさん。

仕事がひと段落した時によく利用します。私のいちおしメニュー

は、フグだし醤油ラーメンです。湯気から立ちのぼる出汁の香りと、

口に広がる魚介のコクが最高！気が付いたら器がカラになってい

るくらい大好きです。「料理を食べて笑顔になってもらえれば満足

です！」という店主の想いも伝わってくる味です。ここのラーメン

は全てフグ出汁で、売店で販売しているスープベースが人気です。

SPOT

 TOURIST
HOTSPOT

とっておきの場 所 、 見 つけた！

そば & カフェ  からくれ

レストハウス  ともしび

北海道留萌郡小平町字小平町 116-1   

0164-56-1188   

11：３0 ～ 17：３０  

毎週月曜日、火曜日
定休日が祝日の場合は翌営業日が
定休日になります

北海道苫前郡初山別村字豊岬 153-1 

0164-67-2525 

10：00 ～ 21：00（4 ～10月）
10：00～ 20：00（11～  3 月） 

毎週火曜日 

JA るもい小平支所

今村 道子、中尾 静香
いちおし

JA るもい初山別支所

河野 優太郎 
いちおし

M Y  F A V O R I T E

M Y  F A V O R I T E

職 員 いちおしグルメ

わたしののお気にいり
　特産品の販売や歴史文化保存展示ホールを有する「小平町観光
交流センター」、日本海の海の幸が楽しめる食堂が人気の「食材供
給施設」、道内屈指の重要文化財「旧花田家番屋」が立ち並ぶ。

　日本最北の天文台、しょさんべつ天文台では、星に名前を付ける
「My Stars system マイスターシステム」が人気。このステキな
サービスをぜひご利用ください。※ 2023 年 3 月まで休業

道の駅おびら鰊番屋

しょさんべつ天文台

SPOT

休

休
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情報誌の取材・撮影に同行！

　10 月 3 日から５日間、JA るもいに農林中央金庫の

職員３名が研修に来ました。 

　情報誌「つなぐ」の取材に同行し、初山別村のもち

米乾燥調整施設へ。JA るもいのロングムービーの撮影

にも同行し、日本海沿いに南北 180km と細長いるも

いエリアの風光明媚な景色を眺めながら、地域の問題

や課題について意見交換を行いました。 

　小平支所では水稲中心に畑作（パスタ向け小麦

ルルロッソの先進地）・野菜・花卉・肉牛（おびら

和牛）と多彩な農畜産物を扱っています。今日も「お

びまる」と一緒に、小平町の新鮮な海と山の幸を

食べて、「小平町のおいしい」を PRしています。 

　初山別支所は職員16 名が生産者や地域住民に温かく

支えられ、業務に取り組んでおります。地域の主品目はも

ち米・小麦を中心に大豆・酪農・肉牛経営と多岐に渡ります。

お近くを通る際には、お気軽にお立ち寄りください !

　生産物の販売や各種組
織の事務局を担当していま
す。家族でキャンプに行く
ことが日々の楽しみです！ 

　肥料、農薬、Aコープの商品を
配送しています。農家さんの作
業に支障が出ないよう迅速に届
けることを心掛けています。息抜
きに好きな音楽を聴いています！

　お客さんとのコミュニ
ケーションづくりを大切に
し、親切・丁寧な対応を
いつも心掛けています。 

　資材関係の販売、経理をして
います。農家さんや一般のお客さ
んと話す時は丁寧で臨機応変な
対応を意識しています。趣味は
大好きな犬の動画を観ること！

JAるもいJAるもい MembersMembers
人と人をつなぐ

私たちは　　　　　　　　　　　Membersです私たちは　　　　　　　　　　　Membersです

農林中央金庫の職員がるもいエリアに！TOPICS  つなぐ

発行 ／ るもい農業協同組合 　
〒 078-4106
北海道苫前郡羽幌町南 6 条 2-16-4
TEL 0164-62-2141 
編集 ／ 企画広報室
デザイン ／ （株）モスク・クリエイション 

総務金融共済課
宮崎 伽菜 おびまる 生産販売課

益田 実奈

生産販売課
山岡 良平

農畜産課
本間 淳

Webサイト
各種SNSは
こちらから

風 に 愛 さ れ た 道 北 の 地 か ら  

初山別支所小平支所

世界三大波濤に数えられる波と風。

ここには感動を生み出す人々がいる。

厳しく、たくましく、そして強く。

るもいから届ける美味しさは、

そんないのちの味がします。

食卓へ繋ぐ、想いを繋ぐ、あなたへ繋ぐ。

頭はメロンとおびら
牛 、胴体は茶碗によ
そったごはん、腕・マ
ントはタコ、手・リ
ボンはホタテ、靴は
魚がモチーフだよ。

おびまるプロフィール

もち米乾燥調整施設へ取材同行 ロングムービー撮影の様子


